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平成 28 年度 第１回志布志市総合教育会議 議事録 

 

１ 開催日時  平成 28年６月１日（水）  

開会 午後３時 00分  閉会 午後４時 10分 

         

２ 場  所  志布志市役所 本庁２階 庁議室 

 

３ 協議内容 

      （１）確かな学力の定着に向けた取組 

        ・タブレット導入，ＩＣＴ支援員配置について 

        ・コミュニティ・スクールモデル校について 

        ・小・中一貫教育の研究について 

      （２）その他 

 

４ 出 席 者  （出席構成員） 

志布志市長 本田修一 

教育委員長 松原治美 

教育委員 飯野直子 

教育委員 樽野眞一 

教育委員 島津陽亮 

教育長 和田幸一郎 

        （事務局） 

副市長        外山文弘 

副市長          岡野 正 

総務課長        武石裕二 

総務課長補佐       岡﨑康治 

総務課人事厚生係長    黒石直也 

教育総務課長       溝口 猛 

教育総務課長補佐     鎌下秀樹 

学校教育課長       福田裕生 

学校教育課参事兼指導係長 福留健之 

学校教育課参事      梶原 淳 

生涯学習課長       樺山弘昭 
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５ 会議の経過 

午後３時 00分 開会 

 ○ 開会 

【岡﨑総務課長補佐】 皆様御起立ください。 

ただいまから、平成 28年度第１回志布志市総合教育会議を開催し

ます。一同礼。御着席ください。 

改めまして、本日進行を務めさせていただきます総務課長補佐の

岡﨑でございます。よろしくお願いいたします。 

本日は、御多忙のところお集まりいただきましてありがとうござ

います。 

それでは早速ですが、会次第にそって進めさせていただきます。

まず初めに、開会に当たりまして、本田修一市長が挨拶を申し上げ

ます。 

 

 ○ 市長あいさつ 

【本田市長】   皆様こんにちは。本日は平成 28年度第１回志布志市総合教育会議

を開催しましたところ、お忙しい中御出席をいただきまして誠にあ

りがとうございます。 

本市の教育推進につきましては、皆様方の御指導と御協力のもと

順調に推移してきていると思います。しかしながら、この教育行政

においては様々な課題もあるところで、それらの課題解決につきま

して、学校・家庭・地域が一体となって推進体制が取られるべきだ

という趣旨から、国において昨年度から総合教育会議という形で、

その方針が示されたところであります。 

そのような流れの中で、私どもの市においても、昨年６月１日に

第１回目の総合教育会議を開催いたしまして、その中で新たな教育

大綱の策定をしていただいたところです。その教育大綱につきまし

ては、高い志と慈愛の精神、志を高める教育の推進を掲げ定めたと

ころです。 

そして、志を高める教育が育む志の心をメインにしまして、まず

１番目に先人に学び目標を持って努力する心、向学心。２番目に公

徳やきまりを守る心、公徳心。３番目に親に感謝する心、感謝の心。
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４番目に高齢者を敬愛する心、敬愛の心。５番目に地域や友だちを

大切にする心、郷土愛。６番目に自他の生命を尊重する心、生命尊

重。ということで教育大綱を策定したところでございます。総合教

育会議での教育大綱ということですので、このことが現場を預かる

教育委員会の方々の進め方について、特段拘束するということでは

ありませんが、このことを念頭に置きながら教育行政の推進をして

いただきたいと思います。 

今後においても志布志市独自のこういった方針を踏まえながら、

高い志と慈愛の精神を持った子どもたちの健全育成が図られるよう

よろしくお願いいたします。簡単でございますが開会のあいさつと

させていただきます。 

【岡﨑総務課長補佐】 それでは、会次第３、協議に入ります。 

協議の進行につきましては、志布志市総合教育会議設置要領第４

条第４項の規定に基づきまして、市長が務めることになっておりま

すので、本田市長よろしくお願いいたします。 

 

○ 協議（議長：本田市長） 

【本田市長】   それでは、協議を進めさせていただきます。 

協議の１、確かな学力の定着に向けた取組ということで、はじめ

にタブレット導入，ＩＣＴ支援員配置について、２番目にコミュニ

ティ・スクールモデル校について、３番目に小・中一貫教育の研究

について、協議を行いたいと思います。 

まずはじめに、タブレット導入，ＩＣＴ支援員配置についての説

明をお願いいたします。 

【福田学校教育課長】 その前に、全体構想について説明させていただきます。 

         資料の１ページをお開きください。先ほど市長のあいさつの中に

もありましたとおり、志布志市というのは志を高め、慈愛の精神、

高い志の推進に向けて取組んでいる市でございます。それに向けま

して、全体構想図をお示ししました。これは平成 28 年度志布志市

確かな学力向上第１ステージということで、平成 28 年度から 31 年

度までを見据えた取組み施策内容でございます。 

         中心のところには、大きく志の文字を書いておりますが、これに
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向けて教育委員会がそれぞれ学校教育、生涯教育の立場から施策を 

行っていくことにしております。きらり輝く三つのおしえ、これは

皆さん御承知ことと思いますが、こういった教えを根底に据えなが

ら、確かな学力をしっかりとどの子にも付けさせたい。そのための

施策を示したのがこのリーフレット図でございます。 

         図の左側には、学習指導を対象とした施策取組みについて記載し

てあります。それから右側には、家庭教育を中心とした対策施策等

について記してあります。 

         本日のこの会議におきましては、学習指導対策の中の新規取組み

となっています、タブレット導入，ＩＣＴ支援員配置に関すること、

コミュニティ・スクールモデル校に関すること、小・中一貫教育の

研究に関すること、このことを学力向上対策にどう機能させていく

のかお示しし、皆様方に御意見を頂戴したいと思っております。 

         なお、その中でキーワードとして三つ書いてあります。触れ合お

う、そろえよう、語ろう。その中でも、特にそろえようをキーワー

ドにしながら進めているところです。授業においても家庭において

も様々なところにおいて、これを中心に取組んでいるところです。

この後、タブレット導入，ＩＣＴ支援員配置について担当が説明い

たします。 

【梶原学校教育課参事】 タブレット導入，ＩＣＴ支援員配置について資料の２ペー

ジをお開きください。 

 タブレット導入，ＩＣＴ支援員配置の課題と目的ですが、全国学

力・学習状況調査結果からでも、国語算数ともに授業が好きですか。

との問いに対して肯定的な回答が非常に低く、否定的な回答が多く

なってきており、やはり児童生徒の学習意欲を高める部分が何より

も必要であるというところから、この導入を進めております。学力

の定着、学力の向上に向けて、児童生徒の興味関心を高めることを

第１の目的にしておりますが、その他にも教える側である教師の指

導力の向上、指導方法の広がり等も考慮しながら導入を進めており

ます。タブレットを使うことで、興味関心が高まることも文部科学

省のイノベーション事業の調査結果からも出ておりますので、興味

関心が高まること、これが学習意欲の向上に繋がり、学力向上に繋
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がっていくと考え、このタブレット導入を進めているところです。 

 内容につきましては、ここに書いてあるとおりですが、タブレッ

ト導入を進めるにあたり、モデル校グループ、教職員活用グループ

に分けて今回スタートします。それに伴い、ICT 支援員を地域おこ

し協力隊の中から学校教育課に配置していただき、タブレットの使

い方の指導や機器トラブル等への対応を行ってもらうようにしてお

ります。 

 期待される効果と展望については、学力向上、教育の質の向上、

というのが第１ですが、教員の公務の負担軽減にも繋がるというこ

とで、平成 30 年度に向けて全小中学校への導入を進めていく計画

をしております。詳細なスケジュールを３ページに載せております。 

 特に９月からタブレットの活用を開始したいということで準備を

進めているところです。それに伴い、ICT 支援員の増員も計画して

おり、各学校でスムーズにスタートが切れるように、研修を計画し

ながら準備をしている段階であります。説明は以上であります。 

【本田市長】   ただ今の説明につきまして、御質問はございませんか。 

【松原委員長】  先日、学校訪問に行ったんですが、書画カメラについては結構教

室で使われていて、見ていると子どもたちの関心もわき、時間的に

も随分無駄が省けるなと感じました。書画カメラについては、どこ

の小中学校でも使われているわけですが、子どもたちは総じて真面

目に授業に取組んでいる気がします。ただ、いまいち覇気がない部

分と中々授業に興味がわいてこない部分を見ると、効果が出てくる

んじゃないかと思っております。子どもたちはたぶん飛びついてく

るんじゃないかという気がしますし、もしかしたら、志布志市に新

しく赴任された先生の中にはタブレットを直接買って授業で取組ん

だ方もいらっしゃるんじゃないかと、そういう方にリーダーになっ

ていただき、研修とか授業をやっていただいて、みんなで研究する

とかいろんなことを積み重ねて、是非見える結果を出していただき

たいという気がします。そのためにはいろんな研修を積んでいただ

きたいと思います。 

【梶原学校教育課参事】 書画カメラの活用を実際見ていただいたと思いますが、同

じようにタブレットについても効果が見込めると思います。子ども
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たちにとって、興味関心が高まる一つのツールではありますが、た

だタブレットは情報活用能力を育むことももちろんあるんですが、

タブレットを使うことで先ほどありましたとおり、興味関心が高ま

り授業の活性化にも繋がる。でも一番は言語活動です。思考力・表

現力を高めることにも繋がっていくと考えております。タブレット

を大型テレビに写してそれを見て発表をすることを、楽しみにする

子どもたちもでてくると思いますので、それに伴い言語活動も充実

していくということも期待しているところです。 

【樽野委員】   タブレットの得意な先生が、この学校にどれくらいいらっしゃる

のかということと、その支援員の方で先生たちを中心にした講座を

開いてもらって、できるだけ早く慣れていただく方法を取っていた

だければと思います。先日、授業を見た際に書画カメラだけに集中

していて、子どもたちがどういう状態で授業を受けているのかなと、

そこまで目の行き届かなかった先生もいらっしゃって出来るだけ慣

れるということをしてもらいたいなと思います。 

【梶原学校教育課参事】 今年から、情報教育担当者研修会を６月と１２月に開催す

ることと、ＩＣＴ支援員も配置されましたので、多くの学校が月曜

日に職員研修をしていますので、各学校を訪問して使用についての

研修を兼ねていくことも考えております。併せまして、一番の目的

は全ての先生がすぐに簡単に使えるということからスタートしてい

きますので、そのマニュアルをＩＣＴ支援員と共に作成して、全職

員に配布して、誰でもすぐに使える環境を整えていきたいと考えて

おります。 

【和田教育長】  目的のところに、子どもたちの学力向上という部分と、もう一つ

情報化社会を生きていく上で必要な情報活用能力も、子どもたちは

必然的にそういう社会を生きていくということで、情報活用能力を

どうしても高めたい。この２つの視点があることを押さえて置きた

いと思っています。そして、今回のタブレット導入ということです

が、タブレットと併せて書画カメラも学校からの要望が強くありま

して、書画カメラもいっしょに入れさせていただいているところで、

すごく有難いと思っております。書画カメラであれば、どの先生方

も使える状況にありますので、書画カメラとタブレットと両方相ま
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ってＩＣＴ教育を進めていくような体制ができましたので、学習意

欲にも繋がると思って非常に有難いと感じております。 

【本田市長】   ３番目の（３）期待される効果と今後の展望について、３行目に

タブレットによる校務の負担軽減というのが書いてありますが、こ

れが具体的にどういったことですか。 

【梶原学校教育課参事】 今回は全学校にタブレットを２台から３台導入いたします。

本来は、全職員に導入できるのが理想ですが、考えている校務削減

といいますのは、例えば、プリントを授業のとき先生方が準備して、

それを配るという作業を、画面で作ったものをタブレットに転送し

てそれを見て問題を解くという使い方をします。つまり時間の削減

というのが一番大きいと思います。また、導入されるソフトを使用

しますと、例えば、解った人がボタンを押すだけで職員の手元に情

報が入ってくるという使い方もできます。併せまして、教職員活用

グループになりますと、児童生徒にはタブレットはなく先生方にし

かありません。先生方が職員室のパソコンで作ったデータをテレビ

に写すためには、パソコンをセッティングしたり電源を入れたりす

る時間がかかったり、片付けにも時間を要したりします。しかし、

タブレットにデータを入れて置くことで大型テレビにすぐに写すこ

とができます。また、突然子どもたちから質問等が出たときに、イ

ンターネットの情報をすぐに大型テレビに写すことができるという

ことで、事務的な作業の削減ができます。将来的に全職員にタブレ

ットが導入されると、今度はすぐに様々な文書を検索できるという

活用も含めて紙の削減等にも繋がっていき、時間の確保、授業の効

率化、最終的には職員の資質向上にも繋がっていくと考えています。 

【本田市長】   校務の負担軽減というのは、先生方は報告書等の作成に追われて

て、授業の準備をする時間の制約があるのかと思ったところで、例

えば、報告書作りについては今までのパソコンを活用されていると

思ったところで、そういった点からのタブレット活用は考えられな

いのかと思ったところです。 

【梶原学校教育課参事】 いろんな仕事があるというところで、いつでもどこでもネ

ット環境に繋がり校内ＬＡＮに繋がりますので、どこでも使えます。

もちろん今までのノートパソコンもできるのですが、そこまでパソ
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コンを持っていかないとできない。そういった作業の軽減に繋がる

と思っております。今後はより軽減できるように新たなソフト等も

紹介しながら、教職員の負担軽減につなげていきたいと思っており

ます。 

【本田市長】   タブレット活用については、年次的に導入するとのことですが、

そのスケジュールについて教えてください。 

【福田学校教育課長】 今回は、記載されている小中学校にタブレットを導入いたし

ます。２年後の他の学校については、現在児童生徒用にリースパソ

コンを使っていますので、そのリースが切れるタイミングと併せま

して、同等の機種を導入する計画であります。ですので今回導入す

るものにつきましても、使用年数が長くなりますので、長くなって

も十分対応できるだけの機種機材を導入し、すべての子どもたちが

使えるような形で計画しているところです。 

【本田市長】   市当局も財政が厳しい折ですが、子どもたちの学力向上のために、

全生徒に配布できるような体制を作って参りたいと思います。今年

度においては、部分的な学校への配置となりますが、是非、積極的

に活用されて目指す成果を収めていただきたいと希望するところで

す。 

【本田市長】   それでは、次に参ります。コミュニティ・スクールモデル校につ

いて説明をお願いします。 

【福留学校教育課参事兼指導係長】 資料は４ページになります。 

         まず、課題と目的についてですが、現在本市では学力向上に取組

んでいるところです。また、すべての学校において学校評議委員会、

学校評価委員会等で学校の取組を評価していただきながら進めてお

ります。ただ、学校を取巻く課題は多様化してきておりまして、必

ずしも学校だけでは解決できない課題が出てまいりました。そこで、

コミュニティ・スクール制度にすることに依りまして家庭や地域の

声、学校経営への参画、そういったことを踏まえていきながら、こ

れらの課題を社会総掛りで解決してよりよい教育を実現していこう

ということを目的としています。 

         これまで平成 27 年度、コミュニティ・スクールの導入に向けて

準備を進めて参りました。設置規則の作成をいたしまして、各学校
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へ、学校課題の解決にコミュニティ・スクールの導入をして取組ん

でもらえる学校はないかということで呼び掛けをしましたところ、

３校がモデル校として導入することになりました。原田小学校、伊

﨑田小学校、志布志中学校の３校です。この３校におきまして、協

議会の委員の人選等をお願いしまして、教育委員会の任命をすると

いう形で今協議会が立ち上がっていくところです。今年度は初年度

でございますので、委員の方々に研修を進めていただきながら、学

校運営協議会の仕組や予算、どのような活用方法があるのかについ

て研究していただきながら、今後全学校への導入も進めていきたい

と考えております。 

         これらにつきましては、この１年で他の学校へもお知らせをしな

がら、是非すべての学校で進めていきたいと思っております。その

ことによって、期待される効果と今後の展望についてですが、まず、

子どもたちの学びや体験活動が地域の方の協力を得るということで

充実していくこと。また同じく地域人材の活用によりまして、学校

への応援ができるような更に決め細やかな個に応じた学習指導がで

きるのではないかということ。また、地域の協力をいただくという

ことで、教職員が子どもと向き合う時間が今後増えていく、また更

に、学校・家庭・地域の信頼関係が深められるようになって、更な

る相乗効果が期待できるであろうと考えているところです。 

         ５ページにこれまでの学校評議員会とコミュニティ・スクール、

学校運営協議会との違いにつきまして掲載しておりますので、簡単

に説明いたします。 

         まず一つ、校長が作成する学校運営の基本方針を承認していただ

くような、学校運営に参画していただくことであります。また、学

校の運営に関しまして、教育委員会または校長に意見を述べること

ができることであります。最後に教職員の任用に関しまして、協議

会で教育委員会に意見を述べることもできるようになります。 

         このような協議会で、本年度取り組みながら地域の学校運営に参

画していただくことによって社会総掛りで教育を進める。このこと

によって、児童生徒の健全育成が図られると考えているところです。 

【松原委員長】  この取組は、いずれどの学校もなっていくだろうと思います。 
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モデル校の３校は、それぞれの事情があって手を挙げて取組むこ

とになったと伺っております。本来のあるべき姿で成果が出ないと、

あと２年後に全部の学校で取組む際に足並みが揃わないのかなと思

います。評議員会と違ってくるところがあるので、その辺りの認識

を研修等を行っていただいて、支援していただけるよう、是非再来

年には全校が足並みを揃えて取組めるよう頑張っていただきたいと

思います。 

【福留学校教育課参事兼指導係長】 これまで、学校評議員会につきましては、各学

校にお任せする形で、評議員の方々が御意見等を学校に述べていた

だくとなっておりました。運営協議会につきましては、教育委員会

の事務局の方もその会議に参加をしまして、意見の吸い上げ等もで

すが、運営についても助言をして進めていくようにしています。 

【和田教育長】  モデル校の原田小・伊﨑田小・志布志中が何の目的でコミュニテ

ィ・スクールに手を挙げたのか明確な理由があるので、そこが非常

に大事だと思います。 

         原田小学校は、児童数の確保、どうしても子どもたちが野神小に

行ってしまう状況があって、どうしたら児童数を確保できるのか、

魅力ある学校を作るにはどういたらいいのか、ということで原田小

学校は手を挙げた経緯があります。 

         それから、伊﨑田小学校は、小中連携ということを視野に入れて

コミュニティ・スクールを立ち上げたいということであります。 

         志布志中学校は、たくさんの小学校から生徒が来ます。生徒指導

上の課題もたくさんあります。そういった中で地域の方々の協力な

しでは落着いた学校運営ができないだろうということで、積極的に

地域の声を聞いてやっていきたい。そういう想いで手を挙げた学校

ですので、それぞれの学校でしっかりとした目的の基でコミュニテ

ィ・スクールをやりたいと意思表示をしていただいた。そういう意

味では非常にありがたいと思っております。その結果も必然的に出

てくると思っております。 

【飯野委員】   ３校が手を挙げているところですが、運営委員とかは決まってい

るのかということと、今学期中に開催できるのかというところを教

えてください。 
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【福留学校教育課参事兼指導係長】 協議会としましては、人選は済んでおりまして、

原田小につきましては早速今度の日曜日からスタートすることにな

っています。また年間５回程度、どの学校でも開催をする予定であ

ります。 

【本田市長】   コミュニティ・スクールについても、モデル校となったところに

ついては、速やかに想定される成果を収めていただきたい。おそら

く他地区の保護者の方々が注目されていると思われますので、この

モデル校が順調に進むことによって、他校が前向きに取り入れられ

るような結果を出していただきたいと思います。 

【本田市長】   それでは次に進みます。小・中一貫教育の研究について、説明を

お願いします。 

【梶原学校教育課参事】 ６ページをお開きください。 

         小・中一貫教育の研究の課題と目的です。平成 27 年６月 24 日の

法改正に伴い、学校教育制度の多様化及び弾力化を推進するために、

小・中一貫教育を実施する制度が創設されております。 

小・中一貫教育の一番の目的としましては、小学校、中学校との

格差、いわゆる中１ギャップ等をなくすことでありましたが、学習

指導方法の情報を共有して共通実践を図っていくことで、それらが

学力向上にも繋がるということも効果的であると考えられておりま

す。９年間を通した教育課程を組んでいくことで、地域で９年間子

どもを育てていくこと、９年間を見通した特色ある学校づくりが展

開できるという非常に効果的な面があります。 

例としましては、例えば英語教育に力を入れたいという学校であ

れば、小学校で行われている英語の授業に、中学校の先生が授業に

入っていく、それを９年間の計画で進めていくということが可能と

なってきます。 

逆に小学校の先生が中学校に行って、小学校の先生の専門とする

教科を中学校の授業でも教えていくということで人的交流も進んで

いきます。また、合同の行事をすることで、小学生が中学生を慕う、

中学生が小学生を見守る、といった面でも人格形成が期待できるの

が小・中一貫教育の特徴と考えられています。それに伴い、本市に

おきましてもその実態等を把握しながら、どの学校でどのような展
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開ができるか、しっかり見識を深めて、年次的に小・中一貫教育の

導入に向けた取組を進めていきたいと考えております。 

詳細につきまして次のページをご覧ください。 

大きく分けると、校舎の配置が３つあります。施設一体型・施設

隣接型・施設分離型とあります。本市における想定型につきまして

は、伊﨑田中学校が施設隣接型に分類されると思います。その他の

学校は、施設分離型になります。今回の学校教育法の改正でできた

のが義務教育学校であり、左の区分で３つそれぞれに対応すること

になります。特色としましては、修業年数が９年間で一つの学校と

いうことです。９年間での教育目標・教育課程を設けていき、その

中で特色ある学校の運営を進めていくことが特徴です。また、組織

として一つの学校ですので校長先生は１人であること、原則教員は

小学校と中学校の両方の免許を併有することになります。 

一方、小中一貫型もあります。これらも先ほどと同じように、施

設一体型・施設隣接型・施設分離型それぞれに当てはまる設置があ

ります。義務教育学校の違いといたしましては、小学校中学校の修

業年数がありますが、大きな変革としましては教育課程が９年間と

なります。少し解りづらいかもしれませんが、小学校６年中学校３

年という枠に拘らずに、たとえば、４年・２年、３年といった小中

一貫型の学校で、学年ごとのステージを分けて考えて、６年ではな

く、４年のグループ、２年のグループ、３年のグループなどに分け

て９年間の教育課程に分けて進めていくのが特徴となります。組織

につきましては、これまでの小学校中学校と変わらない形となりま

す。これらのケースを基に、先ほどありましたコミュニティ・スク

ールの事業と並行して進めながら、先進地等の情報も入手し、各種

研修も入れて、一つずつクリアをして年次的にはすべての学校で小

中一貫教育を考えられるように取組んでいきたいと思います。本年

度６月には、各中学校区で小中連携のあり方、小中一貫型のあり方

について会議を開く予定になっています。また、学校から得られた

情報を基に、その長所や問題点等を精査しながら、子どもたちの育

成のためにこの小中一貫を進めてまいりたいと思っています。 

【松原委員長】  施設隣接型ということで、伊﨑田中学校区が一番可能かなと思い
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ます。この地域は３年ほど前からこれを見込んでの小中連携という

ことで、子どもたち同士の交流もあったり、いっしょに授業をやっ

たりして、その下地があるのかなと思います。そういった意味で考

えると、どこかで年数を区切って、いつまでにはどうするんだとい

うスケジュールを立ててもいいのかなという気もいたします。 

         義務教育学校にするか小中一貫型にするかは、今後検討していけ

ばよいかと思いますが、この辺りからスタートするのが良い時期か

なとは思います。他の中学校が４校区ありますけど、コミュニティ・

スクールなりの事業をテーブルに挙げて、環境を造成していかない

といつまでも研究のままで前に進まないと思います。 

         また、先生方も変わるということもあって、誰に代わっても継続

して進んでいかないと、この小中一貫教育というのは進んでいかな

いと思いますので、積極的に取組んでいただきたいと思います。 

【福田学校教育課長】 今御意見がありましたとおり、研究だけではなく２年後には

確実に小中一貫教育校としてスタートできるような形を整えていき

たいと考えます。そういった意味で、本年度も様々な形で成果とし

てどういうことが見込めるのか、どういう体制が整っているのか等

を見極め、他府県の状況等も参考にしながら進めたいと思います。

また、小中一貫教育実践概要（資料）も届いておりまして、これを

見ますと本市のこの学校区だったら比較的早くに導入できるのでは

ないかということも見えていますので、道筋を立てて進めていきた

いと思います。 

【樽野委員】   伊﨑田地区が小学校中学校の交流などに取組んでいるということ

ですが、今年度から運動会などの行事を合同でする計画等は聞かれ

ていないのか教えてください。 

【梶原学校教育課参事】 小学校中学校の運動会については、来年度から合同で開催

することになっています。 

【和田教育長】  小中一貫教育を進めるにあたって、子どもたちのメリットと先生

たちのメリットの両方があると思います。小学生は、お兄さんたち

といっしょにいろんなことができる憧れがあるだろうし、中学生に

とっては、下の子どもたちに対する指導等を行って自分自身を高め

るなどのメリットがあると思います。先生たちは、お互いの授業を
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相互に見合うことによっていろんなことを学べる。例えば、中学校

の理科の先生が小学校の理科に入ることによって、より専門的な指

導を受けることができる。小学校の先生が中学校に行くことによっ

て、小学校の先生方の丁寧な授業を見ることができますので、資質

向上を図れるなどのメリットがありますので、そういったことを総

合的に考えながら小中一貫教育を進めていく必要があると思ってい

ます。 

【島津委員】   聞いていると良いことばかりのような印象があるんですが、県内

でも既に導入.している学校等があって、やってしまえばすぐ導入で

きそうな気がしますが、導入にあたっての問題点等はないのか教え

ていただきたいと思います。 

【梶原学校教育課参事】 全国的な調査結果がでておりますが、教員の多忙感が非常

に増えたとあります。教員の仕事は忙しいと言われますが、特に小

中一貫教育を実践している学校ではより増えたという数字がでてき

ております。それから法律的な問題でいいますと、小学校中学校そ

れぞれの教員免許がないと授業ができない、もちろんアシスタント

として入ることもできるのですが、やはり授業時数等が増えると負

担になるということで法的な問題もあげられています。その他９年

間の一貫教育で取り組むからこそ数値的な結果を求められるため、

そのことが負担となり充実した教育活動に意識を向けることができ

ないことがあるようです。ただ、先ほどもありましたように、すぐ

に取り組める地域もあるかと思います。先ほどからでております伊

﨑田地区についても、９年間の計画をしっかり立てることが大事に

なりますので、その作業を負担に感じるのであれば、それを少しず

つ解消していけるよう、計画的に取り組んでいく必要があります。

なによりも一番感じているのは、負担や多忙感を改善できる方法を

こちらの方から示していきたいと考えております。 

【飯野委員】   立地的な条件を考えたら、伊﨑田が隣接で良いと思うんですが、

生徒数を見たときに増えていくのかなと思います。生徒数が段々減

ってきたときに、小中一貫教育の対応は大丈夫なのかと考えてしま

いますが、そういうところはどうなんですか。 

【梶原学校教育課参事】 たしかに、生徒数の減少はネックになるのかなと感じてお
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ります。薩摩川内市におきましては、東郷地区で平成 31 年に小学

校も中学校もまとめた施設一体型小中一貫教育校が開校する計画と

なっています。薩摩川内市では、小さい学校でも小中一貫型を計画

しておりまして、人数等を考慮しながら取り組んでいますので、参

考にして進めてまいりたいと思います。また、そういった意見がコ

ミュニティ・スクール等でもでてくると思うので、話し合いを重ね

ていく必要性があると感じているところです。 

【福田学校教育課長】 本市の小規模校においては、まずはコミュニティ・スクール

をやっていただくことになっていて、自ずと小中一貫教育のことも

視野に入れつつ保護者や地域の方々も考えていかれるのではないか

と思っているところです。地域から学校がなくなったりするデメリ

ットだったり様々な意見の方も出るでしょうけど、一方でいくらか

の人数を達成することによって教育効果が上がるのではないかとい

う意見を持っている方もいらっしゃる中で、早々に結論を出すこと

はできません。どういうことが将来的に想定できるのか、そのこと

が志布志市にとってよい状態に繋がっていくのか、実は教育だけの

問題とは言えないところもあり、様々な側面から一体となって皆さ

んの知恵をお借りしながら考えていくことが必要ではないかと思っ

ております。 

【和田教育長】  先ほどの多忙感というところですが、何が多忙感を感じるかとい

いますと、たとえば、合同で授業をしましょうとなったときに、事

前の打合せを何回かしないといけないことになります。授業という

のは今まで一人でやっていた授業を相手が来て授業をするわけです

ので、綿密な打合せがないとできない。そのための打合せの時間が

必要となり、今までにない負担感というのを感じる。だから、先生

方がそういうことを理解したうえでスタートしないと負担感という

のはもっと増してくると思いますので、こういう良さがあるのでが

んばりましょうという意識でもっていかないといけないと思います。

そこら辺りをしっかり踏まえたうえで小中連携を進めていく必要が

あると感じています。 

【本田市長】   私自身は、小中一貫校の実現については、平成 29 年度だったん

ですが、やっと総合教育会議がスタートして本格的な話ができるよ
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うになったということで、２年かけていただければ十分準備期間は

取れるということで、平成 30 年度当初にスタートしていただきた

いと考えているところです。それまでに十分議論を尽くしていただ

いて、この小中一貫教育については先進地がございますのでその先

進地等を勉強していただいて、考えられる不安等を取り除いた形で

スタートができるように、質の高い小中一貫教育をスタートできる

ようにしていただきたい。そして、学校設備の改修計画が入ってお

りまして、このことについても、小中一貫を睨んだ形で施設整備に

ついても示させていただきたいということであります。 

         それから、生徒数 122 人ということで大丈夫なのかと意見があり

ましたが、このことについても、しっかりとした定住化政策を導入

いたしまして、この地域にもたくさんの方々が住んでいただけるよ

うな環境を積極的に創っていきたいと思っています。平成 29 年度

には、都城志布志道路の有明工区間が完成して、30 年の２月にはオ

ープンになると思いますので、そうなれば、更に利便性が高まり多

くの方々があそこに住んでみたいということが考えられると思いま

すので、定住化については積極的に対応してまいりたいと思ってお

ります。ということですので、今 122人が生徒数となっていますが、

これより増やす努力をしてまいりたいと思います。 

         小中一貫教育は、本市においては事例がないわけで、どういった

形になるか不安な面もあると思いますので、十分情報等を公開して

いただいて、みんなが早めに対応できるような環境を創っていきな

がら進んでいただきたいなと思ったところでございます。 

【本田市長】   それでは、（１）確かな学力の定着に向けた取組についてはこれで

終わります。（２）その他、何かございますか。 

【和田教育長】  １ページの資料をご覧ください。先ほど学校教育課長が説明いた

しましたが、今回の確かな学力の定着に向けた検討委員会を進める

にあたっては、基本的な考え方として、学校教育課だけでなく、教

育総務課も生涯学習課もいっしょになって取組むというスタンスで

取組をしました。 

今日議論していただいた左側の学校教育に関わる内容でしたが、

右側にも大事なポイントがありまして、今回話題にはしませんでし



17 

 

たが、生涯学習課が中心になって、「志アップ子育て手帳」というの

を作成しております。全児童全保護者に配って、家庭の教育力を高

めていきましょうという視点での取組をしておりますので、学校教

育課・生涯学習課・教育総務課の施設の改善等も含めて、総合的に

やっていく視点で取組んでおりますので、是非共通理解をしながら

取組んでいきたいと思っております。 

【樺山生涯学習課長】  ４月７日に 2,500 部、各ＰＴＡ、幼稚園、小学校、中学校

の各家庭に配布して、配布だけでなく活用してくださいという段階

にきているところです。 

【本田市長】   他にございませんか。それでは、無いようですので、以上を持ち

まして協議を終了いたします。 

 

 ○ その他（岡﨑総務課長補佐） 

         それでは、会次第４のその他ということでございますが、協議事

項以外に皆様方から何かございますか。よろしいでしょうか。 

【本田市長】   次回開催は、いつごろの予定ですか。 

【岡﨑総務課長補佐】 当初予算編成前の、11 月初旬を予定しております。 

 

 ○ 閉会（岡﨑総務課長補佐） 

それでは、御起立をお願いします。 

これを持ちまして、平成 28 年度第１回志布志市総合教育会議を

終了させていただきます。一同礼。 

 

午後４時 10 分 閉会 

 

 


